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森林リスク・コモディティのサステナブル調達

「森林減少ゼロとは？」
Zero-Deforestation、No-Deforestation、Deforestation-free Supply Chain

• 森林リスクを抱えるコモディティを扱う企業がサステナブル調達を考える際に頻出

• サプライチェーンが「森林減少／森林破壊（Deforestation）」に加担しない

• 自社のサプライチェーンで、「森林減少ゼロ」を達成するとは具体的にどういうことで、
そのために何をすれば良いのか明確なガイダンスが分かりづらい

インドネシア スマトラ島
©︎Neil Ever Osborne / WWF-US
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サステナブル調達の考え方と進め方

発表の流れ

1.企業の森林に関する方針の発表の状況

2.森林減少ゼロとは：AFiによる共通言語化

3.効果的な方針の策定・運用・報告

4.Recommendations
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Forest-related commitments

Palm oil Timber and pulp Soy Cattle General # of companies

Source: Tracking Corporate Commitments to Deforestation-Free Supply Chains, Supply  Change
Source: Global Forest Watch. World Resources Institute. 2021を一部編集.

サステナブル調達の考え方と進め方

企業の森林に関する方針の発表の状況と森林減少

2002～2020 年までの19年間の熱帯林減少面積2012～2018年までの7年間に出された
森林に関する方針の数

2010                                      2015                                       2020
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サステナブル調達の考え方と進め方
企業の森林に関する方針の発表の状況と森林減少

大前提として、方針を出すことは森林減少に立ち向かう意思表示として重要

そのうえで、方針や宣言の総数だけではなく中身が重要

方針の課題
• 方針が対象とするコモディティの範囲が狭い
• 森林減少など用語の定義が曖昧 ⇒ 目標も曖昧に
• 目標に期限設定（目標年とカットオフ）がされていない

実施の課題
• 社内の経営層や別部署のコミット、サプライヤーなど取引先の理解が不十分

透明性の課題
• 方針を作って目標設定し、実際に運用、評価して報告・開示するという仕組みの欠如
• 方針を持つ企業のうち34％が過去2年間で進捗報告を行っていない

（https://forest500.org/sites/default/files/forest500_2021report.pdf）

https://forest500.org/sites/default/files/forest500_2021report.pdf
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サステナブル調達の考え方と進め方
森林減少ゼロとは：AFiによる共通言語化

Accountability Framework
Initiative （AFi）

• 地球規模で森林や重要な生
態系、人権を守るために、
コモディティを超えて共通
のゴール、共通の言語、共
通の手順を作ろうというイ
ニシアティブ

• エシカル・サプライチェー
ンをニューノーマルにする
ための国際NGOを中心とし
た協働
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人権を尊重する

森林減少を止める

自然生態系を守る

木材

紙パルプ

パーム油

天然ゴム

牛肉

大豆

カカオ

その他

コモディティ 地理的スコープ

自然生態系を守る

東南アジア、南米、アフリカ（西/中央）を
はじめとする森林リスクコモディティ産地

サステナブル調達の考え方と進め方
森林減少ゼロとは：AFiによる共通言語化



サステナブル調達の考え方と進め方
森林減少ゼロとは：AFiによる共通言語化

• AFiの要素：12の基本原則、運用ガイダンス、用語集

• AFiはより明確で、一貫性があり、効果的で透明性のある方
針の策定と実施、モニタリングを可能にすることを目指す

• 方針策定、実施、進捗モニタリングから報告・発信にいた
るまでのプロセスについてロードマップを示す

運用ガイダンス

用語集

◆AFi 基本原則リンク
https://accountability-framework.org/the-framework/contents/core-principles/

◆AFi 運用ガイダンスリンク
https://accountability-framework.org/the-framework/contents/operational-guidance/

◆AFi 用語集リンク
https://accountability-framework.org/the-framework/contents/definitions/

基本原則
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https://accountability-framework.org/the-framework/contents/core-principles/
https://accountability-framework.org/the-framework/contents/operational-guidance/
https://accountability-framework.org/the-framework/contents/definitions/


AFi 12の基本原則 運用ガイダンスの一部

1．森林と自然生態系の保全

2．人権の尊重

3．方針の仕様

4．社内のシステム

5．トレーサビリティ

6．サプライチェーン管理

7. 土地利用計画

8. 土地管理

9 . 森林再生

10.セクター、ランドスケープ

11.モニタリング検証

12. 進捗報告・開示

方針策定・
強化

方針の
実施

透明性の
確保

カ
ッ
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オ
フ
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IC

IP
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の
権
利

小
規
模
農
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サ
プ
ラ
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チ
ェ
ー
ン
管
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モ
ニ
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リ
ン
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検
証

報
告
・
開
示

運用ガイダンス

基本原則9
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AFi は既存の認証やプラットフォームやガイドラインなどの多くと整合・補完し合う

ガイドライン・方法論

• Free Prior Informed Consent (FPIC) 
ガイドライン

• High Carbon Stock Approach (HCSA)

& High Conservation Value (HCV)

国際イニシアティブ

• Consumer Goods Forum D-free initiatives

• NY森林宣言

• 国連ビジネスと人権に関する指導原則

評価・アセスメント

• CDP Forests

• Global Forest Watch

国際認証

• RSPO, FSC 等

セクター・プラットフォーム

• Global Platform on Sustainable 
Natural Rubber（天然ゴム）

サステナブル調達の考え方と進め方
森林減少ゼロとは：AFiによる共通言語化



McDonald’s の「森林減少」の定義はAFiと整合

個々の質問のガイダンスでCDPフォレスト質問書の質
問とAFi基本原則との関連性が示されている

（CDPフォレスト質問書2020）

サステナブル調達の考え方と進め方
森林減少ゼロとは：AFiによる共通言語化

（出所：McDonald’s ホームページ ”Conserving Forests”
URL: https://corporate.mcdonalds.com/corpmcd/our-purpose-and-impact/our-planet/conserving-

forests.html#:~:text=McDonald‘s%20has%20been%20on%20a,global%20supply%20chains%20by%202030.）

https://corporate.mcdonalds.com/corpmcd/our-purpose-and-impact/our-planet/conserving-forests.html#:~:text=McDonald's%20has%20been%20on%20a,global%20supply%20chains%20by%202030


方針策定・
強化

森林リスクコモディティに関する方針の策定

方針の実施

透明性の
確保

信頼できる認証の活用

認証品以外については効果的な実施システ
ムを設立して方針を実施

社内外の理解は必須

サプライチェーンのモニタリング評価

方針とパフォーマンスの進捗報告・公表

1．森林と自然生態系の保全

2．人権の尊重

3．方針の仕様

4．社内のシステム

5． トレーサビリティ

6. サプライチェーン管理

7. 土地利用計画

8. 土地管理

9 . 森林再生

10.セクター、ランドスケープ
のサステナビリティ

11.モニタリング検証

12. 報告＆開示

AFiの原則

サステナブル調達の考え方と進め方
森林減少ゼロとは：AFiによる共通言語化

12
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森林リスク コモディティに関する方針は：

• 森林減少を引き起こす行為をサプライチェーンから排除することにコミット
• 企業の生産、調達、および金融投資が自然林の減少や劣化を引き起こしたり、その原因にな

ることを禁止

サステナブル調達の考え方と進め方
効果的な方針の策定・運用・報告：方針の策定・強化

原則1．森林と自然生態系の保全※

① 自然林の農業または森林以外の土地利用への転換

② 自然林の植林地への転換

③ 深刻かつ継続的な劣化による自然林の消失

※森林以外の保全すべき自然生態系：泥炭地、サバンナ、草地、湿地など

※森林減少（Deforestation）とは、 ※森林減少を食い止めるために
コミットする意思を社会に対して
表明してください、ということ

1．森林と自然生態系の保全

2．人権の尊重

3．方針の仕様
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森林リスク コモディティに関する方針は：

あらゆる種類の人権を尊重すべきだが、森林リスク・コモディティを扱う企業にとっては特に、
以下の２つの権利を方針に含めることが重要。生産、調達、および金融投資のすべてにおいて

• 労働者の権利を尊重

• 先住民（Indigenous Peoples）と地域コミュニティ(Local Community)の権利を尊重

• 先住民族の権利に関する国際連合宣言
(UNDRIP)との整合

• IP/LCに対しては Free, Prior and 
Informed Consent (FPIC) を得る

• IP/LCの権利が脅かされた場合の補償 etc.

• 人権に関する国際宣言＆ILOの
最優先条約

• 労働者の人権リスクに関するDD
• 労働組織、労働組合、労働者の

擁護者等と定期的かつ直接的に
コミュニケーション etc.

原則2．人権の尊重

サステナブル調達の考え方と進め方
効果的な方針の策定・運用・報告：方針の策定・強化

※労働者とIP/LCの権利を確認
国際的に信頼される枠組みへの整合も重要

1．森林と自然生態系の保全

2．人権の尊重

3．方針の仕様
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森林リスク コモディティに関する方針は：

• 本業で関わるコモディティを網羅（スコープ）
• セクターあるいは国際的に通用する用語と定義を使用（定義）
• 期限設定された目標とカットオフ時期を設定（目標と期限の設定）※
• 既存の法律を遵守（法令順守）

※カットオフ

• セクター共通の時期があれば活用が推奨される
（例）

✓ FSC：1994
✓ RSPO：2005
✓ GPSNR：2019

• 方針策定よりも前の日付を設定することも可能

サステナブル調達の考え方と進め方
効果的な方針の策定・運用・報告：方針の策定・強化

原則3．方針の仕様

※スコープ、定義、目標・期限、法令順守

1．森林と自然生態系の保全

2．人権の尊重

3．方針の仕様

2005



サステナブル調達の考え方と進め方
効果的な方針の策定・運用・報告：方針の実施

目標設定・
強化

森林リスクコモディティに関する方針の策定

方針の実施

透明性の
確保

信頼できる認証※を
使い特定の製品の一
定量について方針を
満たすことを確認

※FSC、RSPOなど

認証品以外については効果的な実施システムを設
立して確認。社内外の理解は必須

※確認ツール：HCV, HCSA (+FPIC)

方針とパフォーマンスの進捗報告・公表

1．森林と自然生態系の保全

2．人権の尊重

3．方針の仕様

4．社内のシステム

5． トレーサビリティ

6. サプライチェーン管理

7. 土地利用計画

8. 土地管理

9 . 森林再生

10.セクター、ランドスケープ
のサステナビリティ

11.モニタリング検証

12. 報告＆開示

AFiの原則

※GPSNRの要求にはHCV、HCSA、（＋FPIC）の確認が含まれる

トレーサビリティ＆サプライチェーン・モニタリング

• 上流企業は原産地の情報を確認※

• 下流企業はサプライヤーへのアンケートや説明を通し
て上流の情報提供を依頼してトレース

16



カテゴリー

6

文化的価値

• 保護区
• 絶滅危惧種
• 地域固有種
• 一時的な利用に重要な

もの（渡り鳥の経由地、
繁殖、冬眠等）

カテゴリー

1

種の多様性

カテゴリー

2

景観レベル
での生態系

と
モザイク

カテゴリー

3

生態系及び
生息域

歴史的、文化的に重要な場所

カテゴリー

4

不可欠な
生態系サー

ビス

カテゴリー

5

地域社会の
ニーズ

広大な手つかずの場所や、
その保全に必要な機能を
持つ場所（バッファ・
ゾーンやコリドー等）

希少または地球上から失わ
れる恐れがある生態系

• 危機的な状況において基本
的な自然の機能を果たす

• 集水のために重要
• 土壌流出防止のために重要
• 火災に対して防壁となる

地域社会の基本的ニーズ（水、
食料、生計手段）を満たすの
に欠かせない地域

High Conservation Value

高い保護価値（HCV）

• 社会的、文化的、環境的に重要な場所

を特定し、その生態的、社会的価値を

維持し、森林資源利用の持続可能性を

保証するためのツール。

• 国や地域の法律で保護されているか否

かにかかわらない。

• 右の項目のいずれかひとつにでもあて

はまればHCV

※FSC、RSPOは認証の中でHCVを確認、

GPSNRでも要求に含まれる

https://jp.fsc.org/preview.fsc-std-jpn-01-1-2020a-jp-hcv.a-701.pdf

サステナブル調達の考え方と進め方
効果的な方針の策定・運用・報告：方針の実施（HCV）

確認ツール：
HCV、HSC、FPIC

https://jp.fsc.org/preview.fsc-std-jpn-01-1-2020a-jp-hcv.a-701.pdf


人工林

自然林

※コモディティ毎の特徴はあるが、森林減少ゼロを実現するには

HCSA、HCV（＋FPIC）両方の確認が必要

（ただし、天然林択伐など、必ずしもHCSAの対象とならない場合もある）

HCSA : High Carbon Stock Approach

サステナブル調達の考え方と進め方
効果的な方針の策定・運用・報告：方針の実施（HCSA）

🚫開発を避けるべき土地

保全すべき土地（HCV等)
🚫開発を避けるべき土地

再生すべき土地

🚫開発を避けるべき土地

コミュニティが利用する土地
プランテーションとして
利用可能な土地

参照：http://highcarbonstock.org/

HCVとの違い：HCVは保護価値

の高い場所を特定して避けるこ

とが目的で、開発可能な土地を

特定することを目的としない

🚫開発NG
No-go Zone

条件を満たせば
利用可能

• 地上の炭素貯留や生物多様性の価値により土地を区分

• 「🚫開発を避けるべき土地」vs. 「利用可能な土地」を特定

し、プランテーションの適切な管理を行うための手順を示す

確認ツール：
HCV、HSC、FPIC
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自然林

人工林

人工林

自然林

現場でIP/LCの存在を確認し、FPICを実施する

FPIC : 自由（Free）で事前（Prior）の十分な情報に基づいた（Informed）同意（Consent）

IP/LC：先住民＝Indigenous Peoples (IP) ＋ 地域コミュニティ＝Local Community（LC）

• 先住民および地域社会（IP/LC）の権利、土地、資源、領土、生計、および食
料確保に影響を与える可能性のある活動を行う前にFPICを得る

• FPICは、HCV/HCSAどちらの確認においても、また、FSCやRSPOなどの認証
においても、プロセスとして取り入れられている

※確認方法の例：
FSC国別リスク評価レポート（FSC National Risk Assessment Report）の記載
人権NGOに直接確認

サステナブル調達の考え方と進め方
効果的な方針の策定・運用・報告：方針の実施（FPIC）

確認ツール：
HCV、HSC、FPIC
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目標設定・
強化

森林リスクコモディティに関する方針の策定

方針の実施

透明性の
確保

信頼できる認証を使って
特定の製品の一定量につい

て方針を満たす

FSC、RSPOなど

認証品以外については効果的な方針、
実施システムを設立して方針の実施

ツール：HCV、HSC、FPICなど

モニタリング評価

方針とパフォーマンスの進捗報告・開示

1．森林と自然生態系の保全

2．人権の尊重

3．方針の仕様

4．社内のシステム

5． トレーサビリティ

6. サプライチェーン管理

7. 土地利用計画

8. 土地管理

9 . 森林再生

10.セクター、ランドスケープ
のサステナビリティ

11.モニタリング検証

12. 報告＆開示

AFiの原則

サステナブル調達の考え方と進め方
効果的な方針の策定・運用・報告：透明性の確保



報告の内容

• 企業の環境社会リスク
• 方針実施のための活動
• トレーサビリティの確立・改善度合い
• 方針で設定した目標のアウトカム etc.

透明性の確保

• 方針策定・目標設定 ⇒ 運用 ⇒ 評価 ⇒ 報告 ⇒ 開示 & 発信

• ESG投資：投資家へのディスクロージャーでは、

書いていない≒やっていない

サステナブル調達の考え方と進め方
効果的な方針の策定・運用・報告：透明性の確保

森林リスク・コモ
ディティの方針を

持つ企業の

34％は過去

2年間進捗報告を
行っていない

Forest 500 Annual Report, Global Canopy
21
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Recommendations

１．セクター共通の目標や国際的に合意された方向性を踏まえた方針設定を
✓ 今できているか、ではなく、どこを目指すのか

２．方針実施のための社内システム整備＆サプライチェーン管理
✓ 経営層・他部署の巻込み
✓ サプライヤーや取引先の理解
✓ 森林減少ゼロを確認する認証やプラットフォーム、ツールの活用：FSC、RSPO、GPSNR、

HCV、HCSA、（＋FPIC）

３．目標設定 ⇒ 運用 ⇒ 評価 ⇒ 報告 ⇒ 開示・発信により透明性を確保

４．最初から完璧を求める必要はない
✓ 結果 ＜ プロセス、ととらえ、できることろから Step by step で
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参考情報・URL

◆AFi 基本原則リンク
https://accountability-framework.org/the-framework/contents/core-principles/

◆AFi 運用ガイダンスリンク
https://accountability-framework.org/the-framework/contents/operational-guidance/

◆AFi 運用ガイダンスリンク（小規模農家のインクルージョン）
https://accountability-framework.org/operational-guidance/smallholder-inclusion-in-ethical-supply-chains/

◆AFi 用語集リンク
https://accountability-framework.org/the-framework/contents/definitions/

◆HCV
https://hcvnetwork.org/

◆HCSA
http://highcarbonstock.org/

◆FSC ナショナルリスクアセスメント
https://fsc.org/en/newsfeed/new-fsc-risk-assessments-available-0

◆GPSNR
https://sustainablenaturalrubber.org/

https://accountability-framework.org/the-framework/contents/core-principles/
https://accountability-framework.org/the-framework/contents/operational-guidance/
https://accountability-framework.org/operational-guidance/smallholder-inclusion-in-ethical-supply-chains/
https://accountability-framework.org/the-framework/contents/definitions/
https://hcvnetwork.org/
http://highcarbonstock.org/
https://fsc.org/en/newsfeed/new-fsc-risk-assessments-available-0
https://sustainablenaturalrubber.org/

